
ホワイトペーパー

職場における FOMO　
（取り残される不安）： 
テクノロジー業界におけ
る男女間の機会格差

調査によると、女性の IT 
分野での機会とキャリア
に対する男女の見方は異
なっています。
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エグゼクティブサマリー

フォーカス： IT 分野における女性の機会とキャリアに関する男
女間の認識ギャップ

機会均等： キャリア開発へのアクセスが男女平等であ
ると考えているのは、女性ではわずか 60%、男性では
75%です。

ワークライフバランス： 女性の 63% が、ワークライフ
バランスの課題が女性のキャリアアップに「大きく」また
は「非常に」影響すると回答したのに対し、同意した男
性は 49% にとどまりました。

ワークライフバランスの男女別影響： 女性の 42% が、
ワークライフバランスが「女性に大きく影響する」と回
答しているのに対し、同意した男性は 34% にとどまりま
した。

長時間労働とキャリアアップ： 女性の 67% が昇進する
ためにはより長く働かなければならないと感じており、
男性は 56% が女性は出世するためにより多くの時間を
働く必要があると考えています。

ジェンダーバイアスの認識： 女性の 41% に対し男性の 
33% が、偏見や固定観念が女性のサイバーセキュリティ
分野でのキャリア開始を妨げる主な障壁であると考えて
います。

リーダーシップの障壁： 女性の 41% に対し男性の 
36% が、偏見が女性のテクノロジー分野でのリーダー職
への挑戦を妨げる最大の要因だと認識しています。

女性がリーダーシップを発揮することの影響： 女性
の 82% に対し男性の74% は、女性のリーダーシップを
高めることが職場文化にプラスの影響を与えると考えて
います。

仕事上の機会を逃すことへの懸念 ： 家庭の責任によ
り仕事の機会を逃すことについて、「非常に懸念してい
る」または「極めて懸念している」と回答した割合は、女
性が 52%、男性が 42% でした。

女性向けの育成施策： 女性の 70%、男性の 56% が、
女性のリーダーシップ育成プログラムを優先すべき取り
組みとして重視しています。

アドボカシー（擁護）とメンタリングの比較： 女性
は男性同僚からのアドボカシー（43%）をメンタリング
（17%）より好む傾向があり、男性はメンタリングによる
支援（23%）をより重視する傾向があります。

主な調査結果
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職場における FOMO： IT 業界における男女間の数字と認識
の大きなギャップ

2025 年 FOMO レポートについて
アクロニスは 2024 年に、「The New FOMO: Females 
Fear Missing Opportunities in IT（新たな FOMO：女性が 
IT 分野で機会を逃すことへの不安）」と題した初の Women 
in Tech レポートを発表しました。このレポートでは、米国、
英国、スペイン、スイスのフルタイム女性従業員 327 名を対
象に、IT 業界で働く女性がキャリアの機会を逃すことへの
不安（FOMO）をどのように感じているかを調査しました。
その結果、ワークライフバランスの問題やリーダーシップ育
成の機会損失など、女性がキャリアアップする上で直面する
障壁、トレードオフ、プレッシャーに関する強力な知見が明
らかになりました。

2025 年に向けて、アクロニスは IT 業界の人材構成に基づ
き、調査の対象範囲を拡大することを選択しました。2025 
年の調査では、IT 業界における男女の両方を対象とし、調
査範囲を 8 カ国 (米国、英国、スイス、ドイツ、スペイン、イタ
リア、シンガポール、日本) に広げ、回答者数を 2 倍の 650 
人以上に増やしました。

調査結果の男女比は男性 71%、女性 29% であり、これは世
界のテクノロジー業界における人材構成を反映しています。
世界経済フォーラムによると、世界のテクノロジー企業の従
業員のうち、女性はわずか 28% に過ぎません。

これらの数字は現実を反映しており、2025 年のテクノロジ
ー業界における女性の立ち位置について重要な問題を提起
しています。サイバーセキュリティ業界の男性と女性は、機
会、偏見、課題をどのように捉えているのでしょうか？2025 
年 アクロニス Women in IT レポートは、これらの疑問やそ
の他多くの疑問に答えています。

調査結果が示すように、テクノロジー業界では依然として
女性の割合が低い状況です
調査結果の中で最も注目すべき点の 1 つは、男女の回答の
違いであり、本レポートではその差異を詳細に分析していま
す。アクロニスは、テクノロジー業界における男女双方の状
況ではなく、女性の立場に焦点を当てて、男女両方に意見を
求めました。本レポートは、まず男女別に集計した結果から
始まり、その後すべての性別を含む統計データへと展開され
ています。また、特に興味深い数字については地域別内訳も
示しています。

データによると、女性自身が捉えるキャリアの機会や進路に
関する認識は、男性がテクノロジー業界における女性をどう
見ているかという認識と大きく異なる場合があります。本レ
ポートは、組織が偏見に立ち向かい、リーダーシップへのア
クセスを拡大し、すべての才能が活躍できる職場を作るため
のロードマップを提供します。

全世界でテクノロジー分野の労働力の 4 分の 1 強を女性が占めています。1 そのため、
今年新たにベンチマークを設定した Acronis Women in Tech レポート「職場におけ
る FOMO：テクノロジー業界における男女の機会格差」がその調査範囲を拡大したの
は当然の流れと言えるでしょう。

2025 年版のレポートでは、IT 分野での女性のキャリアに焦点を当てており、現在では、グローバルな代表性や機会の傾
向とより密接に一致する内容となっています。世界的な調査結果に基づく FOMO レポートは、ジェンダー平等の傾向が
実際の職場体験にどのように現れているかについて、重要な視点を提供しています。

1 Ebru Özdemir、「Why It's Time to Use Reskilling to Unlock Women's STEM Potential」、 世界経済フォーラム（World Economic Forum）、2025

年 1 月 13 日、 

https://www.weforum.org/stories/2025/01/why-it-s-time-to-use-reskilling-to-unlock-women-s-stem-potential/.

https://www.weforum.org/stories/2025/01/why-it-s-time-to-use-reskilling-to-unlock-women-s-stem-potential/
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男女別の調査回答： レポートから得られ
た主な知見

IT 分野の技術者における偏見に対する認
識は男女で差があるものの、その差は大き
くない

男性と女性では、自分たちの相対的な役割や機会をどのよう
にとらえているかに、顕著な違いはないものの、違いが見ら
れました。いくつかの質問項目では、男女間で顕著な回答の
差が見られました。中でも最も明白なテーマは、偏見と固定
観念に関するものです。

ジェンダーバイアスがもたらす制約的な影響
女性は、固定観念と従来の性別役割分担の両方が IT のキャ
リアに与える影響を指摘しています。また、女性がサイバーセ
キュリティ分野でのキャリアを追求することを妨げる主な要
因として、ジェンダーバイアスを挙げています。この見解は男
性も共有していますが、その程度は女性ほど強くはありませ
ん。「女性がサイバーセキュリティ分野のキャリアを追求する
ことをためらう主な理由は何だと思いますか？」という質問に
対し、男性の 33% はジェンダーバイアスや固定観念が最大
の要因だと回答したのに対し、女性では 41% でした。

認識のギャップ： 女性は、ジェンダーバイアスと
その影響をより強く認識する傾向があります。

ワークライフバランス： ワークライフバランス
が女性のキャリアにどの程度影響を与えるかに
ついて、男性と女性の見解は異なっていました。

解決策： 女性は、女性による女性のためのリー
ダーシップ育成プログラムの充実を望んでいま
す。

キャリアに対する不安： 女性は、家庭の責任に
よって仕事関連の機会を逃すことへの懸念が、
男性よりも高い傾向にあります。

支援のあり方： 女性は、男性からのメンタリン
グよりもアドボカシー（擁護）による支援を望む
傾向があります。

1
2
3
4
5

男性

回答 パーセンテージ 回答数

女性

女性がサイバーセキュリティのキャリアを追求することを躊躇する主な理由は
何だと思いますか？

女性のロールモデ
ルの欠如

サイバーセキュリティのキ
ャリアに触れる機会が限ら
れている

33%

23%

9%

17%

18%

41%

18%

9%

11%

21%

85

156

110

41

81

41

78

34

18

21

ワークライフバランスの
欠如

？

ジェンダーバイアスや固
定観念

歓迎されない職場文化

それでもなお、女性がサイバーセキュリティ分野でのキャリアを追求しない理由として、固定観念や偏見が男女ともに最
も多く挙げられた回答でした。この回答は、女性のロールモデルがいないこと（女性では 2 番目、男性では 3 番目）、サ
イバーセキュリティのキャリアに触れる機会が限られていること（女性では 3 番目、男性では 2 番目）を上回りました。
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サイバーセキュリティ分野におけるリーダーシップへの障壁
リーダーシップに関する質問でも、偏見や固定観念が再び最も多く挙げられた要因となりました。質問内容は「女性が
サイバーセキュリティやテック分野でリーダー職を目指す際に、最大の障壁となっているのは何だと思いますか？」とい
うものでした。再び、女性の 41% が偏見や固定観念を挙げています。今回は、男性の 36% がこの見解に同意しており、
高い割合となっています。

回答 パーセンテージ 回答数

女性がサイバーセキュリティやテクノロジー分野で指導的役割を追求すること
を妨げている最大の障壁は何だと思いますか？

メンタリングや支援
の欠如

ワークライフバランス
の課題

36%

35%

10%

7%

11%

41%

24%

13%

3%

20%

54

172

166

49

32

41

78

46

25

5

不明瞭なキャリアパス

？

ジェンダーに対する固
定観念や偏見

知名度や認知度の低さ

しかし、男性は、ワークライフバランスの問題を、女性にとってリーダーシップを発揮する上での最大の障害と認識してお
り、この選択肢は男性の 35% を占め、偏見や固定観念とほぼ同等でした。対照的に、ワークライフバランスをリーダーシ
ップの最大の障壁とする女性は 24% に過ぎず、20% は女性のスポンサーやリーダーシップの欠如を指摘しています。

ワークライフバランスは男女間の相違点
ワークライフバランスに関する回答には、伝統的な性別役割
の影響が垣間見られました。女性は、男性が想像する以上に
その両立に苦労していると回答する傾向があります。

長時間労働の必要性
最も大きな相違点の 1 つは、労働時間に関する質問で明ら
かになりました。質問は「女性はキャリアをより早く進めるた
めに、より長時間働かなければならないと思いますか」とい
う内容です。女性の約 3 分の 2 が「そう思う」と回答したの
に対し、男性で同意したのは 56% にとどまりました。「いい
え」という回答からも、意見の違いがもう 1 つ明らかになり
ました。約 43% の男性が「女性は昇進のために長時間働く
必要はない」と回答した一方で、同意した女性は 32% にとど
まりました。

男性

女性
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テクノロジー業界におけるワークライフバランス
長時間労働やオンコール対応が常態化している業界において、ワークライフバランスの問題の核心を突く以下
の質問がありました。「テクノロジー業界にはワークライフバランスの問題があると思いますか？もしそうなら、
その影響は女性に偏っていると思いますか？」男性のほうが、ワークライフバランスの問題を男女共通の課題と
して捉える傾向があり、48% が「ワークライフバランスには問題があるが、それは男女に等しく影響している」
と回答しました。

回答

回答

パーセンテージ

パーセンテージ

回答数

回答数

女性がより早くキャリアアップするためには、より長い時間働かなければなら
ないと思いますか？

テクノロジー業界にはワークライフバランスの問題があると思いますか？もし
そうなら、その影響は女性に偏っていると思いますか？

はい、間違いなく

はい、影響は女性にとって
非常に大きい

いいえ、必ずしもそう
思わない

いいえ、ワークライフバラ
ンスは管理可能である

35%

48%

32%

15%

11%

3%

2%

21%

34%

34%

41%

25%

13%

8%

4%

2%

32%

42%

97

160

166

226

149

71

51

16

10

61

80

66

79

47

25

15

8

3

わからない

？

？

ある程度あてはまる

あるが、誰にでも等しく
影響する

全くそう思わない

わからない

男性

女性

男性

女性
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女性はそうではありませんでした。ワークライフバランスの問題が男女に与える影響が等しいと回答したのは、女性
回答者の 41% のみでした。一方で、「仕事と私生活の両立は女性に大きな影響を与える」と回答した割合は、女性
が 42%、男性が 34% と、女性のほうが明らかに高い傾向を示しました。注目すべきは、ワークライフバランスが管
理可能であると回答したのは、合わせてわずか 28% であったことです。

ワークライフバランス問題の深刻さ
調査において男女間の認識に最も大きな差が見られた点の 1 つは、ワークライフバランスの管理が実際にどれほど
困難であるかという点でした。 「ワークライフバランスの課題は、テック業界における女性のキャリアアップにど
の程度大きく影響すると思いますか？」という質問が提示されました。 

女性は、回答者の 63% が、両立の難しさが自分に「大きく」
または「非常に大きく」影響すると回答しました。男性で同
意したのは半数以下で、女性にとって仕事と私生活を管理す
ることの影響が「大きい」または「非常に大きい」と回答し
たのは 49% に過ぎませんでした。他の多くの回答が男女間
で比較的一致している調査の中で、この 14 ポイントの差は
際立っています。

ワークライフバランスの問題でチャンスを逃す
他の結果とは裏腹に、「ワークライフバランスに影響するこ
とを懸念して、昇進や研修、新たな責任を断ったことがあ
る」と回答した人の数は、男女間で驚くほど似通っていまし
た。何度も断ったことがあると回答した女性が 19% であっ
たのに対し、同じ回答をした男性は 18% でした。

回答 パーセンテージ 回答数

1 から 5 の段階で、ワークライフバランスの課題は、テック業界における女性の
キャリアアップにどの程度大きく影響すると思いますか？

1. 全く影響しない

3. 中程度

11%

37%

34%

14%

4%

10%

26%

39%

24%

1%

17

53

173

162

68

2

19

50

75

46

5. 非常に大きく影響する

？

2. やや影響する

4. 大きく影響する

男性

女性
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実際、昇進の機会を一度だけ断ったことがあると回答した割合は、男性のほうがわずかに高く、男性が 31%、女性
が 28% でした。また、女性は昇進のチャンスを断る傾向が低く、ワークライフバランスを気にして断ったことがな
いと回答した女性は 28% でした。男性では、チャンスを断ったことがないと回答した人は 24% に過ぎませんでし
た。

女性はキャリアの機会へのアクセスについてより悲観的
男性は、女性のキャリアにおける困難に対してあまり敏感でないのでしょうか？それとも、単に女性が直面してい
る問題を十分に認識していないだけなのでしょうか？あるいは、どちらも違うのでしょうか？一概には言えません
が、はっきりしているのは、女性のキャリアの機会に対する男女の受け止め方にギャップがあるということです。

キャリアの機会へのアクセス
シンプルながらも非常に力強い以下の質問がありました。「テック業界では、男女が平等にキャリア開発の機会
を得られると思いますか？」まず、男女両方の回答者のうち 29% が「キャリアの機会は完全に平等である」と回答
しました。そこから回答は分かれました。女性の約 60% が「機会は完全に平等」または「ほぼ平等」と回答した
のに対し、男性は 75% でした。

回答 パーセンテージ 回答数

ワークライフバランスに影響することを懸念して、昇進や研修、新しい職責を
断ったことがありますか？

ある （複数回）

ない （しかし、それを
考えたことはある）

31%

28%

24%

18%

28%

26%

28%

19%

86

145

131

111

36

53

49

54

？

はい、一度ある

ない、一度もない

男性

女性
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また、キャリア形成の機会が平等でないと回答した女性は 38% でしたが、同意した男性は 24% にとどまりました。こ
の問題に関する男女間の認識の隔たりは明らかです。

仕事上のイベントへの参加
「家庭の事情で職場のイベントに参加できない場合、キャリアの進展に影響が及ぶことについて、どの程度懸念を感じ
ますか？」という質問に対して、女性は男性よりも仕事上のイベントに参加できないことに大きな懸念を示しました。

回答

回答

パーセンテージ

パーセンテージ

回答数

回答数

テクノロジー業界では、男女が平等にキャリア開発の機会を得られると思
いますか？

家庭の事情で職場のイベントに参加できない場合、キャリアの進展に影響が及ぶこ
とについて、どの程度懸念を感じますか？

はい、完全にそう思う

全く懸念していない

あまりそう思わない

とても懸念している

46%

42%

21%

26%

3%

16%

2%

4%

29%

11%

33%

34%

30%

32%

7%

20%

1%

7%

29%

8%

138

54

215

197

97

125

14

76

9

21

55

15

63

65

58

61

14

38

2

13

わからない

家庭の責任が理由で仕事
のイベントに参加できなか
ったことは一度もない

？

？

ほとんどそう思う

少し懸念している

全くそう思わない

非常に懸念している

男性

女性

男性

女性
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女性の半数を上回る 52% が「とても懸念している」または「非常に懸念している」と回答し、男性の 42% が同じ
回答をしました。一方、家族のためにイベントを欠席することを「全く懸念していない」と回答した女性はわずか 
8% で、男性は 11% でした。

差が縮まっているように見えるのは、家庭の事情でイベントを欠席しなければならない男女の頻度です。「家庭へ
の責任のためにキャリアアップの機会（例: 昇進、リーダーとしての役割）を逃していると感じることがどの程度あり
ますか？」という質問に対する回答では、男性の半数が「時 」々または「頻繁に」逃していると感じていることが明
らかになりましたが、女性の場合も 55% と変わりませんでした。

女性は、女性によるリーダーシップ、そして
女性のためのリーダーシップを支持する
傾向が男性よりも高い
女性は、組織のダイバーシティ推進の取り組みに対して全体
的に不満を抱いているわけではありませんでしたが、リーダ
ーシップやキャリア開発の分野で、より多くの女性が重要な
役割を果たすことを望んでいることが明らかになりました。

組織におけるジェンダー多様性の取り組み
ジェンダー多様性に関するプログラムは、男性よりも女性の
ほうがわずかに高い支持を示しました。「職場におけるジェ
ンダー多様性を確保するために、あなたの所属する組織が行
っている取り組みを1〜5の評価で表すとしたら、どの程度だ
と思いますか？」という質問に対し、女性の71%、男性の69%
が「良い」または「非常に良い」と評価しました。しかし、特
筆すべきは、女性の 26% が多様性への取り組みを優れてい
ると考えているのに対し、男性は 21% であった点です。

回答 パーセンテージ 回答数

家庭への責任のためにキャリアアップの機会（例: 昇進、リーダーとしての役割）を逃して
いると感じることがどの程度ありますか？

まったくない

時々ある

29%

36%

14%

6%

15%

22%

42%

14%

6%

17%

70

137

168

68

30

32

42

80

26

12

いつも

？

ほとんどない

頻繁にある

男性

女性
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また、ダイバーシティプログラムについて、「悪い」または「非常に悪い」と回答した女性は 10% であったのに対し、そ
のように回答した男性は 7% でした。つまり、ジェンダー多様性プログラムに対して、女性の方が男性よりもやや高い
満足度と不満度の両方を示しています。

リーダーシップにおける女性の影響
リーダーシップに関する質問が再び出された際、女性は男性よりも、女性によるリーダーシップが全体に与える影響
について、はるかに楽観的な見方を示しました。「テック業界において、女性のリーダーが増えることは職場文化に
良い影響をもたらすと思いますか？」という質問に対しては、回答にややばらつきが見られました。

回答 パーセンテージ 回答数

職場におけるジェンダー多様性を確保するために、あなたの所属する組織が行っ
ている取り組みを 1〜5 の評価で表すとしたら、どの程度だと思いますか？

1. 非常に悪い

3. 普通

5%

25%

48%

21%

2%

8%

18%

45%

26%

2%

7

24

117

225

99

4

16

35

87

50

5. 非常に良い

？

2. 悪い

4. 良い

回答 パーセンテージ 回答数

テック業界において、リーダー職に就く女性の数を増やすことは、職場文化に良い
影響をもたらすと思いますか？

はい、とても良い影響
がある

どちらとも言えない

36%

18%

6%

2%

38%

34%

14%

4%

48%

179

170

87

27

10

93

65

27

7

悪い影響がある

？

はい、ある程度良い影
響がある

影響はない

男性

女性

男性

女性
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男女ともに、リーダーシップにおける女性の存在感を高めることはプラスに働くと回答した人が圧倒的に多く、
女性の 82%、男性の 74% が支持しています。しかし、「とても良い影響がある」回答した割合は、女性が 48％ 
であり、男性（38％）よりも高い傾向が見られました。また、女性のリーダーを増やすことが職場文化に悪い影
響を及ぼすと回答した男性は 2% であったのに対し、女性でそのように回答した人は 0% でした。

専門能力開発への取り組み
男女間で大きな認識の差が見られたのは、「サイバーセキュリティやテック業界におけるジェンダー平等を促進
するには、どのような取り組みが有効ですか？」という質問に対する回答でした。男性と女性では、取り組むべき
解決策に対する関心が異なる傾向が見られました。女性の 70% が女性のためのリーダーシップ育成を挙げた
のに対し、同じ回答をした男性は 56% にとどまりました。

サイバーセキュリティ業界で働く女性に有益な取り組みとして、育児休暇の均等取得と柔軟な働き方に賛成す
る男性は女性よりも多く、男性の 63% がこの選択肢を選んだのに対し、女性は 58% でした。一方で、昇進お
よび報酬に関する透明性については、女性のほうが男性よりも支持する傾向が強く、女性は 50%、男性は 40% 
と、10 ポイントの差が見られました。

誰もがテクノロジー分野で女性を支援するためにできること
男性も女性も、テクノロジー分野での女性のキャリアを支援する姿勢を強く示しています。その支援の仕方は、
男女によって異なります。

テクノロジー分野で活躍する女性への積極的な支援
「テクノロジー業界で活躍する女性をメンターとして支援する取り組みに、積極的に関わっていますか？もしそう
であれば、どのような方法で支援していますか？」という質問に対しては、男女ともに概ね肯定的な回答が寄せら
れました。メンタリングを行っていないと回答したのは、女性で14%、男性で 13% にとどまりました。

回答 パーセンテージ 回答数

サイバーセキュリティやテクノロジー業界におけるジェンダー平等を促進するには、
どのような取り組みが有効ですか？（ 該当するものをすべて選択 ）

メンタリングや支援制度

平等な育児休暇および
柔軟な働き方

56%

63%

43%

40%

45%

70%

58%

46%

50%

46%

211

267

296

202

191

89

134

112

89

95

昇進および報酬の透明性

？

女性のためのリーダーシ
ップ育成

偏見防止研修および
インクルーシブな採
用慣行

男性

女性
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ホワイトペーパー

メンター制度を通じて支援を行っていると回答した割合は、女性のほうが男性よりも 9 ポイント高くなっていま
した。男性の 4 分の 1 が女性を擁護すると回答しており、これは女性自身を擁護する女性の 22% をわずかに上
回っています。

回答者数は非常に少数でしたが、注目すべき点として、女性（2%）の2 倍にあたる男性（4%）が、女性を対象とし
たメンター支援活動に積極的には関わっていないと回答しました。

男性からの女性支援
「テック業界の男性は、女性の同僚のキャリア成長をどのように支援できると思いますか？」という質問に対する
回答では、女性は男性からのメンタリングよりも、アドボカシー（擁護）により強い関心を示していることが明ら
かになりました。

回答 パーセンテージ 回答数

テック業界で活躍する女性をメンターとして支援する取り組みに、積極的に
関わっていますか？もしそうであれば、どのような方法で支援していますか？

はい、メンター制度を
通じて

はい、支援やリソース
の提供を通じて

25%

32%

9%

4%

30%

22%

25%

12%

2%

39%

142

119

151

40

21

74

43

48

23

4

ない

？

はい、女性の擁護活動を
通じて

いいえ、しかしそう
したい

男性

女性
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女性回答者のうち 43% が、「平等な機会の推進」を男性による有効な支援方法として選択しました。この選択肢を選ん
だ男性は 35% にとどまりました。一方で、男性の 23% が、メンタリングや支援を通じて女性を支援できると回答しまし
た。女性は慎重な傾向を示しており、男性からのメンタリングを希望したのはわずか 17% にとどまりました。

IT 業界における男女間の格差は、単なる数の違いにとどまらない
調査データから、IT 業界における男女の間には、複数の分野で認識の差が存在することが明らかになりました。女性が
自身の IT キャリアをどう見ているか、男性が IT 業界の女性をどう見ているかの違いは、時として顕著です。

女性は男性よりも女性に対する偏見を認識しやすく、女性は男性よりも女性のキャリアの機会について否定的な見方をして
います。ワークライフバランスは、依然として男女間で差がある分野です。

IT 業界における男女間のギャップは、数においても認識においても大きいと言えます。

調査方法
サンプル数： 666 人

国と地域： 米国、英国、スイス、ドイツ、スペイン、イタリア、シンガポール、日本の回答者を含みます。

回答者のプロフィール: 男性 71% 、女性 29% 、大多数がフルタイム勤務、年齢層は幅広い （25～64 歳）。

回答 パーセンテージ 回答数

テクノロジー業界の男性は、女性の同僚のキャリア成長をどのように支援で
きると思いますか？

メンタリングおよび支援

ジェンダーバイアスへ
の挑戦

35%

19%

17%

7%

23%

43%

20%

14%

6%

17%

109

164

89

78

33

32

82

39

27

12

ワークライフバランスの
促進

？

平等な機会の擁護

傾聴および支援

男性

女性

http://www.acronis.com
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